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独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
主
務
大
臣

、

、

。

は

所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
に
お
い
て

次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
求
め
る
も
の
と
す
る
こ
と

一

各
独
立
行
政
法
人
は
、
第
二
十
八
条
第
二
項
に
基
づ
き
業
務
方
法
書
に
以
下
を
記
載
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
監
事
に
よ
る

内
部
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

①

独
立
行
政
法
人
の
役
職
員
は
、
他
の
役
職
員
が
不
正
の
行
為
を
し
、
若
し
く
は
当
該
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
、
又
は
こ
の
法
律
、
個
別
法
若
し
く
は
他
の
法
令
に
違
反
す
る
事
実
若
し
く
は
著
し
く
不
当
な
事
実
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
直
ち
に
監
事
に
報
告
す
る
こ
と
。

②

監
事
が
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
に
文
書
提
出
又
は
説
明
を
求
め
た
場
合
、
独
立
行
政
法
人
の
職
員
も
こ
れ
に
応
じ
る
こ

と
。

二

独
立
行
政
法
人
の
役
員
の
任
命
に
際
し
て
は
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
の
再
就
職
に
対
し
て
国
民
の
厳
し
い
見
方
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え

「
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
人
事
に
関
す
る
当
面
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

（
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

閣

、

」

議
決
定
）
に
基
づ
く
公
募
は
引
き
続
き
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

独
立
行
政
法
人
の
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
が
あ
り
、
事
務
次
官
の
給
与
よ
り
高
い
水
準
の
報
酬
を
設
定
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
よ
り
一
層
の
効
果
的
な
運
営
の
実
現
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
十
分
な

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

四

独
立
行
政
法
人
の
主
体
的
な
経
営
努
力
を
促
進
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
機
能
す
る
よ
う
、
運
営
費
交
付
金
の
算
定
に
お

い
て
適
切
な
運
用
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
の
自
己
収
入
の
額
が
見
込
み
の
額
よ
り
減
っ
た
場
合
に
は
、
法
人
の
業
務
に
対

す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
が
減
少
し
て
い
る
可
能
性
を
踏
ま
え
、
そ
の
原
因
を
分
析
し
、
事
務
・
事
業
の
見
直
し
な
ど
必
要
な
経



営
改
善
を
行
う
こ
と
。

五

独
立
行
政
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
、
財
務
諸
表
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
、
承
認
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は

「
独
立
行
政

、

法
人
の
保
有
資
産
の
不
要
認
定
に
係
る
基
本
的
視
点

（
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日

行
政
管
理
局
）
に
沿
っ
て
、

」

不
要
財
産
と
み
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
国
の
出
資
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
庫
納
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

六

独
立
行
政
法
人
が
保
有
す
る
財
産
を
そ
の
業
務
の
効
率
的
な
実
施
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
と
す
る
た
め
、
五
の
不
要

財
産
を
除
く
独
立
行
政
法
人
の
業
務
上
の
余
裕
金
等
に
つ
い
て
、
そ
の
保
有
・
運
用
実
態
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

管
理
、
処
分
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

七

独
立
行
政
法
人
の
統
廃
合
等
の
組
織
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
法
人
職
員
の
雇
用
の
安
定
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま

た
、
独
立
行
政
法
人
の
職
員
の
給
与
等
は
、
自
主
性
及
び
自
律
性
の
発
揮
と
い
う
制
度
本
来
の
趣
旨
並
び
に
職
員
に
適
用
さ

れ
る
労
働
関
係
法
制
度
に
基
づ
き
、
法
人
の
労
使
交
渉
に
お
け
る
決
定
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
。

八

独
立
行
政
法
人
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
過
度
な
事
務
負
担
と
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
各
法
人
は
、
業
務
内
容
別

の
職
員
数
、
関
連
法
人
と
の
取
引
状
況
、
会
費
等
契
約
に
よ
ら
な
い
支
出
の
状
況
、
交
付
金
の
使
途
や
資
産
保
有
状
況
に
係

る
情
報
等
を
含
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
自
発
的
か
つ
定
期
的
に
行
う
と
と
も
に
、
総
務
省
は
こ
れ
ら
の
情
報
を
総
括
的
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
と
す
る
こ
と
。

九

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
現
場
を
知
悉
す
る
内
部
人
材
が
改
革
を
主
体
的
・
自
律
的
に
担
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
を
担
う
内
部
人
材
に
つ
い
て
も
登
用
・
育
成
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

十

非
公
務
員
化
後
の
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
に
お
い
て
も
、
政
策
医
療
や
災
害
時
医
療
な
ど
が
必
要
か

つ
十
分
に
、
常
に
停
滞
な
く
確
実
に
実
施
、
提
供
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
適
切
に

把
握
し
た
上
で
業
績
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


